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いいやま

携帯電話でアクセス

福祉センター階段の
絵画が新しくなりました

あじさいの会様の作品です。

　

8
月
23
日
㈰
13
時
30
分
か
ら
、

飯
山
市
公
民
館
2
階
講
堂
で
、
第

60
回 

飯
山
市
社
会
福
祉
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
少
子
高
齢
化
、
経

済
の
低
迷
に
加
え
、
福
祉
課
題
が

多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
く
な
か
で
、

だ
れ
も
が
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る

地
域
を
目
指
し
て
社
会
福
祉
関
係

者
・
市
民
が
一
堂
に
会
し
、
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
記
念
講
演
で
は
、
郷
土

出
身
の
声
楽
家
の
嶺 

貞
子
さ
ん
を

お
迎
え
し
、お
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
会
場
で
は
手
話
通
訳
ま
た

は
要
約
筆
記
に
よ
る
情
報
提
供
と

託
児
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
託
児

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
8
月
20
日
㈭

ま
で
に
飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

6
月
14
日
、
飯
山
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る

「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ハ
イ
ク
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
北
志
賀
高

原
。
市
内
の
障
が
い
者
24
名
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
39
名
の
計
63
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

会
場
へ
向
か
う
途
中
、
道
の
駅

北
信
州
山
ノ
内
で
買
い
物
を
し
、

会
場
に
着
い
て
か
ら
は
温
泉
や
食

事
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
し
た
学
生
が
、
参
加
者
の

車
い
す
を
押
す
な
ど
進
ん
で
お
手

平
成
27
年
度

ふ
れ
あ
い
バ
ス
ハ
イ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

6
月
18
日
㈭
午
後
7
時
か

ら
、
飯
山
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

平
成
27
年
度
飯
山
市
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
基
礎
課
程
が
開
催

さ
れ
、
昨
年
の
入
門
課
程
に
引

続
き
8
名
の
受
講
生
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
聴
覚
障
が
い

者
の
生
活
お
よ
び
関
連
す
る
福

伝
い
を
し
て
い
た
姿
が
印
象
的
で

す
。
一
日
を
通
し
て
皆
さ
ん
が
楽

し
ん
で
く
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
で

し
た
。

　

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
開
催
を
心
待
ち
に
し

て
い
る
参
加
者
が
多
く
、
飯
山
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
行

事
の
中
で
も
特
に
重
点
的
な
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
9
月

に
は
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
「
飯
山
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
交
流
集
会
」
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

～
広
げ
よ
う
夢
、
育
て
よ
う
福
祉
の
こ
こ
ろ
～

第
60
回　

飯
山
市
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
基
礎
課
程
が

始
ま
り
ま
し
た

祉
制
度
等
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
日
常
会
話
を
行
う

た
め
に
必
要
な
手
話
技
術
を
習
得

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
入
門
課
程
・

基
礎
課
程
か
ら
な
る
、
手
話
奉
仕

員
を
養
成
す
る
た
め
の
講
座
で
す
。

平
成
28
年
3
月
末
ま
で
全
25
回
、

左
記
の
内
容
で
行
わ
れ
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
瑞
穂

畑
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
瑞
穂

で
は
、
毎
年
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ま
に
敷
地
内
の
畑
で
の
作

付
け
・
草
取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年

も
6
月
4
日
、
瑞
穂
地
区
更
生

保
護
女
性
会
の
14
名

の
皆
さ
ま
に
、
野
菜

苗
（
さ
つ
ま
い
も
・

か
ぼ
ち
ゃ
・
ミ
ニ
ト
マ

ト
・
な
す
等
）
の
植

え
付
け
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

利
用
者
は
、
毎
年
、

畑
の
野
菜
が
大
き
く

な
る
様
子
や
色
づ
く

様
子
を
見
て
「
懐
か

し
い
」「
こ
ん
な
時
期

だ
ね
」
な
ど
と
話
を

弾
ま
せ
ま
す
。

　

今
年
も
野
菜
の
成

長
を
見
な
が
ら
、
利

用
者
の
皆
さ
ま
に
明
る
く
楽
し
く

過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

瑞
穂
地
区
更
生
保
護
女
性
会
の

皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

第
65
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た

　

飯
水
地
区
保
護
司
会
で
は
、
毎

年
7
月
を
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
強
調
月
間
と
し
て
い
ま

す
。
7
月
1
日
に
は
、
飯
山
市
青

少
年
育
成
市
民
会
議
・
飯
山
市

更
生
保
護
女
性
会
と
共
同
で
、
市

内
各
駅
・
大
型
ス
ー
パ
ー
店
頭
・

栄
村
内
で
街
頭
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
改
善
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。
安
心
・
安

全
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
に
皆

さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

平成 27 年度　飯山市手話奉仕員養成講座　基礎課程
（平成 27 年 6 月～平成 28 年 3 月　講義：3 回　実技：22 回　計：25 回）

【内容】
　１　表情豊かに、具体的に①　表情・強弱・速度
　２　表情豊かに、具体的に②　具体的表現（様子や形）
　３　表情豊かに、具体的に③　（動き）
　４　まとめ
　５　【講義】ボランティア活動
　６　主語を分かりやすく①　位置・方向（一対一で）
　７　主語を分かりやすく②　位置・方向
　８　主語を分かりやすく③　役割の切り替え
　９　主語を分かりやすく④　指さし
１０　まとめ
１１　【講義】聴覚障がい者活動と聴覚障がい者福祉制度
１２　空間をうまく使いましょう①　左右・前後の空間活用
１３　空間をうまく使いましょう②　上下空間・指さしと視線の活用
１４　両手や指をうまく使いましょう①　同時性
１５　両手や指をうまく使いましょう②　指の代理的表現
１６　繰り返しの表現
１７　意味に合った手話
１８　まとめ
１９　【講義】障がい者福祉の基礎
２０　基礎文法のまとめ１
２１　基礎文法のまとめ２
２２　ろう者の手話スピーチを見ましょう
２３　みんなで話しあってみましょう
２４　ろう者と話しあってみましょう
２５　まとめ（選択学習）

【講師】声楽家 嶺 貞子 先生

ベイシア飯山店での活動の様子

◆講師プロフィール
　飯山市出身。東京藝術大学声楽家卒業。同専攻科・同大学院独唱科修了。在学中、安宅賞、野村学芸財
団あらえびす賞受賞。第 31 回毎日音楽コンクール（現日本音楽コンクール）声楽部門第 1 位。1970 年
よりイタリア、スペイン、旧西ドイツおよびイギリスに留学、アカデミア・キジアーナ歌曲コース（イタ
リア、シエナ）修了。多くの宗教曲をわが国の主要オーケストラと共演し、室内合唱団とのバロックや古
典派声楽曲の公演は数百回におよぶ。全国各地で本邦初演を含む古典から現代までのイタリア歌曲を中心
としたリサイタルを行い、イタリア歌曲の第一人者として活躍。特選盤 CD 多数。昭和 60 年度文化庁芸
術祭賞受賞。平成 10 年第 2 回大宮真琴音楽賞受賞。2005 年 10 月イタリア共和国より “ コンメンダトー
レ（イタリア連帯の星）勲章 ” 受勲。現在、東京藝術大学名誉教授、二期会幹事、日本声楽アカデミー会員、
日本音楽コンクール等の審査員。

【日程】
・受付開始 13 時 00 分から
・開　　会 13 時 30 分
　（１）開会のことば
　（２）主催者あいさつ
　（３）被表彰者紹介
　（４）表　彰
　（５）被表彰者代表謝辞
　（６）来賓祝辞
　（７）記念講演	 14 時 30 分～ 16時 30分
　（８）大会宣言
　（９）閉会のことば
・閉　　会 16 時 30 分（予定）

【日時】
　8月 23日（日）

【会場】
　飯山市公民館	2 階講堂



施設名等 ご 芳 名 内 容 等

湯の入荘

匿名 様 フリーマーケット用品
大崎 森雄 様 アコーディオン演奏

大月 様
認知症予防体操
リハビリ教室

チームさんろくごの皆さん はつらつ健康教室

飯山消防署 様 消防避難訓練及び
地震体験

温森の会の皆さん コンサート
瑞穂盆栽会の皆さん さつき鉢植えの展示
玉泉道場の皆さん 剣詩舞
飯山警察署 様 交通安全教室

飯山学園

ピーター・クリフト 様 ボランティア
（子どもたちとの交流）メアリー・クリフト 様

ナルクの会 様 隔週火曜日・日中保育
更生保護女性会 様 隔週火曜日・日中保育
久保田 秀和 様

いちご狩り招待

小山商店（有）
半藤 利秋 様

（有）小島
小島 安夫 様
上野 好則 様
小野沢 次子 様
江口 千枝子 様
竹原 澄子 様
武田 貴美子 様
中島 源 様
北山 和江 様

城山児童館 長野 LP 協会 高水支部
支部長 宮川 浩 様 火育プログラム 実施

秋津児童クラブ 飯山高校 JRC クラブ 様 遊びの交流
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平成 27 年 5 月 21 日～平成 27 年 6 月 20 日分

　	

お知らせと募集
この欄に関するお問い合せ・お申し込みは、☎ 62-2840 までご寄付・ご訪問

いつもありがとうございます

ご　寄　附
ご 芳 名 物　 品・ 金　 額 備 考
牧野 キヨノ 様 くず入 ご寄附

善意銀行
市村 元子 様 くず入 ご寄附
匿名 様 1,276 円 ご寄附

匿名 様 タオル、バスタオル
夏用上掛け等 ご寄附

小泉 武士 様 鯉のぼりの折り紙額 ご寄附
湯の入荘阿部 澄男 様 書籍 3 冊 ご寄附

米持 大助 様 10,000 円 ご寄附
阿部製紙 様 和紙 ご寄附 デイサービスセンター

瑞穂佐々木 やえ子 様 手作り座布団 ご寄附

ご　訪　問
施 設 名 等 ご 芳 名 内 容 等
デイサービス
常盤 とがり保育園 様 歌・ダンス・交流

デイサービス
外様

飯山ハーモニカクラブ
前沢 政宏 様 ハーモニカ演奏と歌

デイサービス
センター
ゆきつばき

コーロ・カメリア 様 コーラス
飯山フォークダンスサークル 様 フォークダンス
飯山ハーモニカクラブ
前沢 政宏 様 ハーモニカ演奏・歌 等

デイサービス
瑞穂

飯山傾聴の会 斉藤 様 話し相手
瑞穂地区更生保護女性会 様 畑作り・草取り
前沢 様 ハーモニカ演奏

常岩の里
ながみね

上松 潤 様
飾り花サークル
ボランティア
合唱指導ボランティア

竹松 恵里 様 合唱指導ボランティア
北原 俊雄 様 環境整備

木島児童館
木島地区ゲートボール 様 ゲートボール指導
NPO 長野児童英語を考える会
伊東 裕見子 様 英語カードあそび

今月 の歌

　	

この欄に関するお問い合せ・お申し込みは、☎ 62-2840 まで

　	
知

飯山市社会福祉協議会では、下記のとおり相談事業を行っています。

総合相談 ふれあい相談
8月20 日（木）
9:00 ～ 15:00

毎週水曜日
9:00 ～ 12:00

午後は、弁護士による無料相談があります 飯山市福祉センター ( 本町 ) へお越しください

要予約

　	児童青少年演劇全国児童館等巡回公演事業	公演のお知らせ
　・演　目

　・日　時　8月5日（水）
	 　　AM10：30 ～12：30
　・会　場　飯山市立東小学校体育館

　	知

・
梅
雨
冷
え
で 
上
着
一
枚 

ふ
や
し
け
り

・
あ
じ
さ
い
が 

満
開
と
な
り 

夏
迎
え

飯
山 

石
沢 

タ
ツ
エ

・
暗
や
み
に 

迷
い
ホ
タ
ル
が 
飛
び
去
り
ぬ

・
さ
よ
う
な
ら 

別
れ
し
つ
ば
め 
い
ず
こ
か
へ

・
駅
行
き
て 

豪
華
造
り
に 

目
を
見
張
る

飯
山 

服
部 
リ
エ
子

・
飛
び
こ
ん
だ 

予
約
へ
狂
う 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
人
柄
に 

惚
れ
た
友
あ
り 

半
世
紀

・
こ
れ
か
ら
の 

道
は
阿
弥
陀
の 

掌
に
ゆ
だ
ね

常
盤 

上
原 

み
つ
江

・
欲
し
が
り
ま
せ
ん 

な
ど
と
言
ふ
世
も 

生
き
て
来
た

・
生
き
延
び
る 

術
か
も
知
れ
ぬ 

負
け
上
手

・
牛
歩
で
も 

老
い
の
坂
道 

花
も
咲
く常

盤 

小
野 

し
ま

・
桜
大
樹
の 

切
り
倒
さ
れ
し 

市
の
事
業

満
開
の
桜
花
の 

思
ひ
出
寂
し

・
桜
大
樹
に 

尾
長
う
ぐ
い
す 

つ
ぐ
み
等
の

鳴
く
声
の
春 

も
う
聞
か
れ
ず
に

・
人
々
の 

安
ら
ぎ
憩
ふ 

ふ
れ
あ
ひ
の

見
守
る
桜
は 

思
ひ
出
の
中

飯
山 

丸
山 

昌

屋久島町口永良部島新岳噴火災害義援金　募集のお知らせ
　屋久島町口永良部島の新岳が爆発的噴火をしたことにより、島民全員が島外へ避難する事態となりました。今後、避難が
長期化することが懸念されることから、島民の方々を支援するため、義援金を募集します。
１　義援金の名称・募集期間
　「屋久島町口永良部島新岳噴火災害義援金」　平成 27 年 6 月 3 日（水）から平成 27 年 12 月 25 日（金）まで
２　義援金の募集方法
　(1) 義援金受入口座（専用口座）

金融機関名 支店名 口座番号 名　　　義
鹿児島銀行 県庁支店 （普）3014786 福）鹿児島県共同募金会
南日本銀行 県庁支店 （普）1142855 福）鹿児島県共同募金会
ゆうちょ銀行 00950-7-235456 鹿児島県共同募金会　噴火災害義援金

　※各金融機関の振込用紙を利用すること
　◎鹿児島銀行および南日本銀行の各本支店間の振込み、全国のゆうちょ銀行間の振込みについては、窓口での振込手数料は無料扱いとなります。
　◎鹿児島銀行については、全国地方銀行協会加盟の銀行からの振込手数料が無料となります。
　◎南日本銀行については、第二地方銀行協会加盟の銀行からの振込手数料が無料となります。
　◎ＡＴＭ及びインターネットバンキングを利用しての振込みについては、振込手数料がかかります。

　(2) 現金書留（受付期間中は料金免除となります。）
　　　宛先　〒 890-8517 鹿児島市鴨池新町 1-7　社会福祉センター内
   社会福祉法人 鹿児島県共同募金会  ※宛名のところに「救助用」と明記の上、送金ください。
３　集まった義援金については、鹿児島県、日本赤十字社鹿児島支部、鹿児島県共同募金会等で構成された義援金配分委
　　員会で決定し、屋久島町を通じて被災者へ配分する予定です。
４　この義援金は、所得税法第 78 条第 2 項第 1 号および法人税法第 37 条第 3 項第 1 号に規定する「国又は地方公共団体
　　に対する寄付金」に該当し、税の控除対象となります。
　　　※税の軽減を受けるためには、義援金の領収書または義援金の振込み書の控え、義援金募集要項の写しの添付など所定の手続きが必要です。

５　領収書の発行について
　　寄付者が義援金について税制上の優遇措置（所得税、法人税）を希望される場合は、別紙「領収書希望者名簿」により
　　必要事項を記入のうえ鹿児島県共同募金会へ送付ください。後日、領収書を発行します。
６　災害義援金のみ取り扱います。救援物資・物品は取り扱いません。
７　お問合せ
　　社会福祉法人 鹿児島県共同募金会 〒 890-8517　鹿児島市鴨池新町 1 番 7 号　県社会福祉センター 2 階
     ☎ 099-257-3750 / Fax 099-259-4068 / メール akaihane@po.minc.ne.jp

屋久島町口永良部島新岳噴火災害義援金　募集のお知らせ募

観劇をご希望の方は飯山市社会福祉協議会までお問い合わせください。
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・対象年齢　小学生以上
・参	加	費　100 円


